
第
３
次
財
政
健
全
化
計
画
と
平

成
24
年
度
予
算
と
の
整
合
性
は

ど
う
か
。平

成
24
年
度
予
算
は
財
政
健
全

化
計
画
と
比
較
し
て
、
予
算
規

模
で
約
50
億
円
の
増
、
一
般
財
源
ベ
ー

ス
で
約
14
億
円
の
増
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

計
画
策
定
段
階
で
は
想
定
で
き
な
か
っ

た
経
済
不
況
や
、
計
画
策
定
時
に
な

か
っ
た
新
た
な
行
政
需
要
や
建
設
事
業

が
生
じ
た
た
め
で
あ
る
。
具
体
例
を
挙

げ
る
と
、
歳
入
に
つ
い
て
は
、
市
税
で

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
の
経
済
不
況

に
よ
り
約
12
億
円
の
減
、
地
方
交
付
税

の
増
や
臨
時
財
政
対
策
債
な
ど
国
の
経

済
対
策
に
よ
り
約
14
億
円
の
増
と
な
っ

た
。
歳
出
に
つ
い
て
は
、
物
件
費
で
各

種
ワ
ク
チ
ン
接
種
な
ど
の
新
た
な
行
政

需
要
に
よ
り
約
３
億
円
の
増
、
扶
助
費

で
医
療
費
等
が
見
込
み
を
上
回
っ
た
こ

と
に
よ
り
約
３
億
４
千
万
円
の
増
、
そ

の
ほ
か
、
本
町
ア
パ
ー
ト
や
新
幹
線
関

連
な
ど
の
普
通
建
設
事
業
費
が
増
と

な
っ
た
。

ど
の
よ
う
な
歳
入
確
保
策
を
考

え
て
い
る
か
。

財
政
健
全
化
計
画
に
基
づ
き
、

収
納
率
の
向
上
、
遊
休
未
利
用

地
の
活
用
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る

が
、
平
成
24
年
度
は
、
市
有
財
産
の
売

却
や
有
償
化
に
つ
い
て
予
算
化
し
た
。

選
択
と
集
中
に
つ
い
て
、
特
に

重
点
施
策
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
経
過
で
決
定
し
た
の
か
。

重
点
施
策
は
、
毎
年
８
月
に
各

部
か
ら
の
市
長
に
対
す
る
プ
レ

ゼ
ン
を
行
い
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
翌
年

度
の
重
点
施
策
を
策
定
し
て
い
る
。
平

成
24
年
度
は
６
施
策
を
重
点
化
し
、
約

４
，
３
０
０
万
円
の
予
算
を
配
分
し
た
。

市
内
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
よ

る
５
年
間
の
必
要
経
費
と
そ
の

経
費
を
コ
ス
ト
削
減
で
償
却
で
き
る
ま

で
の
年
数
と
行
程
は
。
ま
た
、
機
種
に

よ
っ
て
は
ノ
イ
ズ
や
点
滅
に
よ
り
機
器

や
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
て
の

機
種
の
選
考
基
準
で
あ
る
か
。

費
用
に
つ
い
て
は
５
年
間
で

２
，
８
０
０
基
、
６
，
７
５
０

万
円
を
見
込
ん
で
い
る
。
コ
ス
ト
削
減

に
つ
い
て
は
、
年
間
約
５
８
０
万
円
の

削
減
効
果
を
見
込
ん
で
い
る
。
以
上
か

ら
約
12
年
間
で
償
却
で
き
る
と
試
算
し

て
い
る
。
年
間
５
６
０
基
を
各
地
区
の

設
置
基
数
の
割
合
に
応
じ
て
振
り
分

け
、
各
地
区
の
防
犯
協
会
に
お
い
て
、

５
年
間
の
取
替
計
画
を
決
定
し
て
い
た

だ
き
、
進
め
て
い
く
。
機
種
の
選
考
基

準
に
つ
い
て
は
現
在
設
置
し
て
あ
る
防

犯
灯
と
同
程
度
の
照
度
を
有
す
る
物
を

設
置
し
た
い
と
考
え
て
い
る
が
、
ご
指

摘
の
問
題
点
等
も
含
め
検
討
し
た
い
。

黒
木
住
宅
の
建
設
は
コ
ン
パ
ク

ト
シ
テ
ィ
化
、
市
営
住
宅
総
量

削
減
と
い
う
方
針
に
反
す
る
。
ま
た
、

４
戸
で
小
学
校
通
学
世
帯
の
み
の
入
居

で
は
黒
木
地
区
の
活
性
化
に
は
つ
な
が

ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。

黒
木
住
宅
の
建
設
は
黒
木
地
区

の
活
性
化
と
黒
木
小
学
校
の
存

続
を
目
的
と
し
た
事
業
で
あ
り
、
ス

ト
ッ
ク
活
用
計
画
等
の
対
象
外
と
し
て

い
る
。
確
保
し
た
敷
地
の
状
況
や
黒
木

小
学
校
の
施
設
の
状
況
を
勘
案
し
て
、

ま
ず
は
４
戸
を
建
築
す
る
。
こ
れ
は
テ

ス
ト
ケ
ー
ス
で
あ
り
、
今
後
、
事
業
を

検
証
し
て
、
展
開
を
検
討
し
て
い
く
。

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
と
同
時
に
周
辺
地

域
を
活
性
化
す
る
こ
と
が
市
の
発
展
に

つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
る
。

作
放
棄
地
解
消
の
た
め
の
新
規

事
業
は
予
算
が
少
な
く
、
解
消

は
困
難
と
思
わ
れ
る
。
改
善
を
お
願
い

し
た
い
。今

回
の
事
業
で
は
、
３
カ
年
を

目
標
に
５
ha
の
解
消
を
計
画
し

て
お
り
、
耕
作
放
棄
地
に
花
の
種
を
植

え
、
緑
肥
と
し
て
地
力
を
高
め
、
耕
作

に
つ
な
げ
る
。
こ
れ
か
ら
地
元
に
協
力

を
お
願
い
し
て
い
く
。

認
可
保
育
園
と
比
較
し
て
何
％

程
度
の
支
援
に
な
る
の
か
。
ま

た
、
第
２
子
へ
の
支
援
は
ど
の
よ
う
に

な
る
の
か
。
今
回
支
援
す
る
３
園
以
外

へ
の
対
応
は
ど
う
な
る
の
か
。

60
人
規
模
の
施
設
で
比
較
す
る

と
認
可
保
育
園
の
約
４
割
の
支

援
と
な
る
。
地
方
裁
量
型
認
定
こ
ど
も

園
に
移
行
す
る
こ
と
で
第
２
子
保
育
料

無
料
化
の
対
象
と
す
る
。
こ
の
事
業
の

対
象
は
児
童
福
祉
法
に
定
め
る
最
低
基

準
を
満
た
す
施
設
で
あ
る
。

高
齢
者
に
対
す
る
電
動
ア
シ
ス

ト
自
転
車
購
入
補
助
は
、
高
齢

者
の
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
に
よ
る
事

故
の
状
況
や
、
他
の
移
動
支
援
を
望
む

声
が
多
い
こ
と
な
ど
か
ら
見
直
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

事
業
を
行
う
際
に
は
様
々
な
メ

リ
ッ
ト
、
デ
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ま
ず
は
今
年
度
実
施
し
、
問
題
点
な
ど

を
改
善
し
て
い
く
。
特
に
安
全
性
確
保

を
第
一
に
考
え
、
安
全
講
習
を
十
分
に

実
施
す
る
な
ど
慎
重
に
対
応
す
る
。

ダイジェスト

一般会計予算特別委員会では各会派を代表して
一般会計予算に関する質疑が行われました。
会派所属委員数により緑風会85分、おおむら
未来の会35分、大政クラブ35分、公明党25分
となっています。市政クラブ、社会クラブ、無
会派からは通告がありませんでした。

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
推
進
事
業

に
つ
い
て

財
政
全
般
に
つ
い
て

（
仮
称
）
黒
木
住
宅
の
建
設
に

つ
い
て

農
業
予
算
に
つ
い
て

認
可
外
保
育
施
設
運
営
支
援

事
業
に
つ
い
て

高
齢
者
の
移
動
支
援
に
何
が

求
め
ら
れ
て
い
る
か

■各会派の質疑項目は下記のとおりです。（大村市議会ホームページで録画映像を配信しています。）

緑　風　会・・・・・
（前川　與） 

緑　風　会・・・・・
（三浦正司）

おおむら未来の会・・
（北村貴寿）

大政クラブ・・・・・
（朝長英美）

大政クラブ・・・・・
（田中秀和）

公　明　党・・・・・
（神近　寛）

財政全般／認可外保育施設運営支援事業／不妊症支援対策事業／生活保護対策事業／大村市民病院の負
債の状況と建替えの経過等／学校給食センターの進捗と今後の計画／鳥獣被害対策事業と森林管理業務

防犯灯ＬＥＤ化事業／デジタル防災行政同報系無線整備事業／市民生活相談事業／住民主導型地域活性
化事業／最終処分場建設事業／生活排水対策推進事業／スマートＩＣ整備事業／公営住宅整備事業

公営住宅等整備事業／中小企業振興資金融資事業／フレッシュワークおおむら／観光客受け入れ
魅力アップ事業／歴史観光立市推進事業

耕作放棄地解消事業／有害鳥獣駆除事業／そば脱粒機導入事業

認可外保育園への支援

電動アシスト自転車購入補助事業
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